
 

 

「進修１号」「進修２号」（文部省式１型機）を使用しての滑空班の
練習風景（昭和 17年）（中 42回『卒業アルバム』より転載） 

「空を征する者は世界を征する」と、猛訓練を重ねる第 3学年（中 46回）

滑空班員の面々（昭和 19年 9月撮影）（中 46回卒 片岡正雄氏寄贈） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

滑
空
班
誕
生 

1941(

昭
和
16)

年
５
月
22
日
、
土
浦
中
学
校
生

徒
会(

進
修
会)

は
戦
時
体
制
に
即
応
す
る
た

め
に
、
土
浦
中
学
校
進
修
報
国
団
と
改
組
さ
れ
、

総
務
部
・
鍛
錬
部
・
国
防
部
・
学
芸
部
・
生
活

部
の
下
に
26
の
班
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、
新
た
に
誕
生
し
た
の
が
国
防
部
の
滑
空

(

グ
ラ
イ
ダ
ー)

班
で
す
。「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
」(

初

級
機)

を
購
入
し
て
思
い
切
り
練
習
し
た
い
」

と
い
う
希
望
の
下
に
集
ま
っ
た
班
員
は
実
に

120
余
名
、
校
内
一
の
班
員
数
と
な
り
ま
し
た

が
、
初
級
機
の
購
入
も
ま
ま
な
ら
ず
、
班
員
た

ち
は
模
型
飛
行
機
の
製
作
に
没
頭
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
班
員
た
ち
の
熱
意
が
通
じ
た

の
か
、
翌
1942(

昭
和
17)

年
、
土
浦
中
学
校
で

も
文
部
省
式
１
型
機
２
機
を
購
入
、
早
速
班
長

の
入
江
信
太
郎
先
生(

体
育
科)

を
教
官
と
し

て
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
６
月
20

日
に
は
大
日
本
飛
行
協
会
中
央
滑
空
訓
練
所

長
褶
澤
大
佐
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
来
賓

を
迎
え
２
機
の
命
名
式
が
挙
行
さ
れ
、「
進
修

１
号
」･｢

進
修
２
号｣

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

文
部
省
は
、
1938(

昭
和
13)

年
か
ら
旧
制
中

学
校
で
の
滑
空
部
の
設
立
と
滑
空
訓
練
を
推

奨
し
て
お
り
、
1940(

昭
和
15)

年
４
月
に
は
学

校
滑
空
訓
練
用
と
な
る
文
部
省
標
準
型
の
初

級
滑
空
機
の
形
式
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
生

産
は
日
本
滑
空
機
工
業
組
合
に
加
盟
し
て
い

た
５
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
全
国
の
旧
制
中
学

校
の
み
な
ら
ず
、
青
年
学
校
や
滑
空
訓
練
所
な

ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
機
体
構
造
は

高
翼
単
葉
、
翼
は
木
製
羽
布
張
り
、
胴
体
は
木

製
の
骨
組
み
の
み
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
丸
出
し

の
簡
易
な
も
の
で
、
操
縦
席
の
前
方
に
は
支
柱

が
あ
り
、
離
陸
に
は
ゴ
ム
索
を
使
用
し
ま
し
た
。

現
代
の
訓
練
用
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
複
座
で
す
が
、

文
部
省
型
は
教
官
の
乗
ら
な
い
単
座
機
で
し

た
。
公
定
価
格
は
当
初
は
１
機
580
円
で
し
た

が
、
1941(

昭
和
16)

年
12
月
に
550
円
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
校
が
購
入
す
る
際
に
は
、
大

日
本
飛
行
協
会
か
ら
200
～
300
円
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
、
ゴ
ム
索
の
公
定
価
格
は
１
本
139

円
で
し
た
。 

滑
空
班
の
活
動 

中
学
44
回
の
酒
井
実
氏
は
滑
空
班
の
活
動

を
『
進
修
百
年
・
滑
空
班
の
思
い
出
』
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

｢

こ
う
し
て
時
が
経
て
、
宗
光
校
長
か
ら
の

達
し
『
君
達
滑
空
班
の
為
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
購

入
し
て
組
立
ら
れ
る
ぞ
』
と
の
こ
と
、
教
官
は

入
江
信
太
郎
先
生
で
あ
っ
た
。
裏
門(

現
在
の

正
門)

の
北
側
の
作
業
棟
を
改
造
し
た
格
納
庫

に
、
そ
の
２
機
の
初
級
機
グ
ラ
イ
ダ
ー
は｢

進

修
１
号
・
２
号｣

と
命
名
さ
れ
て
、
タ
ー
ン
バ

ッ
ク
ル
を
締
め
つ
け
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り

し
て
組
立
て
ら
れ
た
。
み
ん
な
し
て
触
っ
て
み

た
り
、
前
か
ら
眺
め
た
り
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
『
万

歳
』
を
三
唱
し
た
。 

さ
て
い
よ
い
よ
飛
行
場(

校
庭)

へ
。
芝
生
と

ク
ロ
ー
バ
ー
の
葉
が
外
周
に
広
が
る
美
し
い

校
庭
で
あ
る
。
周
囲
に
欅
が
あ
り
、
北
側
に
拡

張
さ
れ
た
校
庭
の
向
こ
う
に
は
桑
畑
が
広
が

っ
て
い
た
。
入
江
教
官
の
気
合
い
が
入
っ
た
。

『
お
前
ら
が
空
を
飛
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
何
ん

と
し
て
も
団
結
・
緻
密
な
技
能
・
勇
気
こ
そ
が

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
い
い
な
。』 

『
ハ
イ
。』 

と
答
え
た
も
の
の
緊
張
し
た
。
先
づ(

入
江
先

生
に
よ
る)

模
範
飛
行
で
あ
る
。
尾
翼
の
後
に

杭
を
打
つ
。
尻
尾
の
よ
う
な
機
体
の
後
に
つ
い

た
綱
を
杭
に
か
ら
ま
せ
る
。
左
翼
の
端
を
持
っ

て
機
体
を
水
平
に
支
え
る
者
。
三
角
の
柱
の 

              

     

あ
る
搭
乗
席
に
乗
っ
て
バ
ン
ド
を
締
め
る
者
。

そ
の
先
端
の
フ
ッ
ク
か
ら
Ｖ
字
型
に
ゴ
ム
綱

を
開
き
、
左
右
７
人
づ
つ
に
開
い
て
引
っ
張
る

者
。 

『
目
標
、
右
前
方
、
鹿
島
神
社
の
社
殿
屋
根
端
』

『
ヨ
ー
シ
』 

『
左
前
方 

射
撃
場
の
左
端
』 

『
ヨ
ー
シ
』 

『
引
け
』
イ
ッ
チ
ニ
イ 

イ
ッ
チ
ニ
イ 

ゴ
ム
綱
が
次
第
に
張
ら
れ
る
。 

『
離
せ
』 

後
の
綱
を
離
せ
ば
機
体
は
ス
ー
ﾂ
と
空
に
揚

が
る
。(

数
秒
間
の
飛
行
の
後)

滑
ら
か
に
着
陸
。

操
縦
桿
１
本
の
操
作
で
あ
る
。
遠
く
の
機
体
ま

で
駆
け
寄
る
と
先
生
の
オ
ッ
カ
ナ
イ
顔
は
笑

顔
と
な
っ
て
い
た
。
バ
ン
ド
を
は
づ
し
て
地
上

に
…
い
わ
ゆ
る
ゴ
ム
引
き
パ
チ
ン
コ
式
の
グ

ラ
イ
ダ
ー
で
あ
る
。
17
人
編
成
で
17
回
に
１

平成２７年６月９日 

茨城県立土浦第一高等学校
 進修同窓会旧本館活用委員会 

   

 予科練の制服「七つボタ

ン」は、制服の上着のボタン

の数であることはもちろんで

すが、予科練生が七つボタン

の制服を着るようになったの

は、1942（昭和 17）年 11 月

１日からです（予科練の 15 年

の歴史の中で、七つボタンの

制服は、わずか３年弱でし

た）。それまでは、ジョンベラ

という通常のセーラー（水兵）

服を着用していて、さほど評

判は高くありませんでした。

そこで、全国の少年たちの憧

れの的となるような制服にす

るのと同時に、予科練生の待

遇改善のために、短ジャケッ

ト七つボタンに下士官型軍帽

が制定されました。1943（昭

和 18）年６月、東宝映画「決

戦の大空へ」が封切られ、そ

の主題歌「若鷲の歌」で「若

い血潮の予科練の 七つボタ

ンは桜にいかり」と歌われる

と、一躍「七つボタン」が有

名になり、予科練の代名詞と

なりました。この七つボタン

は世界の七つの海を越えて大

空を駆け巡る意味、月月火水

木金金という休日のない猛訓

練の意味もあったといいま

す。第 2 次世界大戦後の海上

自衛隊でも自衛隊生徒や一般

曹（下士官）候補学生には、

この予科練の制服に似た、短

ジャケット七つボタンに下士

官型軍帽の制服が定められて

います。 

 予科練の教育 

 予科練の教育の目的は

「予科練習生に関する教育綱

領第 16 条」によれば、「予科

練習生ノ教育ハ徳性ヲ涵養シ

体力ヲ錬成シ学術ヲ修得シモ

ッテ将来航空特務士官トシテ

軍務ヲ遂行スルニ必要ナル基

礎ヲ確立スルコトヲ本旨ト

ス」とあり、パイロットとし

ての専門教育以前の海軍航空

の中堅幹部としての幅の広い

第８０号 

 

号 

霞ヶ浦（その 15） ～空への憧れ、滑空班～ 
1937（昭和 12）年の日中戦争以降、航空兵力の重要性が認識さ

れると、文部省は旧制中学校での滑空部の設立と滑空訓練を推奨
し、1940（昭和 15）年４月に学校滑空訓練用となる文部省標準型
の初級滑空機の形式を発表。1941（昭和 16）年９月初頭には、将
来の軍用機パイロット育成を目的として、文部省と陸軍省とによっ
て旧制中学校の第３学年から滑空訓練を正課とすることが決定さ
れ、土浦中学校にも滑空班が誕生、初級滑空機（プライマリー）で
ある文部省式１型機での訓練が始まった。 



 

 鹿島滑空場での「合宿訓練」参加者（昭和 19年３月）（中 45 回卒 田村光氏寄贈）。

「大日本飛行協会中央滑空訓練所」跡地に建つ「偲学の碑」（石岡市半ノ木）（上右），

同地の滑走路跡。現在は龍神山を背景にラグビー練習場になっています（上左） 

回
の
順
番
で
乗
れ
る
の
で
あ
る
。
14
回
綱
引

き
で
、
し
か
も
途
中
で
訓
練
中
止
と
な
れ
ば
翌

日
次
回
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

田
村
・
井
坂
・
山
口
さ
ん
等
々
体
重
の
軽
い

者
は
、
砂
袋
の
上
に
座
っ
て
重
さ
を
加
え
て
の

搭
乗
に
な
る
。
ホ
ン
の
一
瞬
の
滞
空
時
間
で
は

あ
る
が
、
緊
張
の
一
瞬
で
あ
る
。
風
向
を
計
算

し
風
に
向
っ
て
飛
ぶ
。
操
縦
桿
の
操
作
で
、
あ

ま
り
引
き
過
ぎ
る
と
上
を
向
い
て
失
速
し
て

地
上
に
ド
ス
ン
、
前
に
押
し
過
ぎ
る
と
地
上
を

滑
る
だ
け
で
揚
が
ら
な
い
。
や
っ
と
順
番
が
廻

っ
て
き
た
の
に
『
成
功
』
『
失
敗
』
運
命
が
決

ま
る
。
天
候
次
第
の
訓
練
で
そ
の
天
候
が
心
配

だ
っ
た
。 

し
か
し
意
気
軒
昂
、
昨
日
の
順
番
を
待
っ
て

搭
乗
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
皆
授
業
が
終
わ
る

と
格
納
庫
へ
集
ま
っ
て
く
る
。
薄
暮
に
至
る
ま

で
訓
練
に
励
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
技
術
も
次
第

に
上
達
し
、
着
地
時
に
凸
面
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

避
け
て
滑
ら
か
に
着
陸
し
、
風
を
利
用
し
て
水

平
の
ま
ま
に
静
止
し
皆
の
来
る
の
を
待
つ
よ

う
に
も
な
っ
た
。
か
く
し
て
頭
の
中
に
は
当
然

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
滑
空
が
チ
ラ
つ
く
こ
と
も
あ

る
。
入
江
教
官
も
そ
の
技
量
に
安
心
し
た
の
か
、

自
主
的
に
訓
練
す
る
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
。
或

日
そ
ん
な
時
、
飛
び
揚
が
っ
た
瞬
間
両
手
を
ひ

ろ
げ
操
縦
桿
を
放
し
て
飛
行
し
た
。
ト
タ
ン
に

校
庭
の
隅
に
あ
る
鉄
棒
に
激
突
し
、
機
体
は
中

破
し
た
。
長
南
さ
ん
で
あ
っ
た
。
『
シ
ュ
ン
』

と
な
っ
て
全
員
し
て
格
納
庫
に
納
め
帰
校
し

た
。
翌
日
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
と
不
安
一
杯

で
教
官
先
生
の
前
に
行
っ
た
。
雷
は
落
ち
た
が
、

搭
乗
員
の
怪
我
は
無
く
、
修
理
す
る
こ
と
で
一

件
落
着
し
た
」 

こ
の
よ
う
に
班
員
た
ち
は
、
真
夏
の
灼
熱
や

筑
波
颪
の
寒
風
も
物
と
も
せ
ず
、｢

空
を
征
す

る
者
は
世
界
を
征
す
る｣

と
、
意
気
天
を
突
く

勢
い
で
訓
練
に
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
の
技
量
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を

遂
げ
、
水
戸
の
陸
軍
飛
行
学
校
で
行
わ
れ
た
旧

制
中
学
校
訓
練
講
習
会(

県
主
催
、
昭
和
17
年

８
月
17
日
～
25
日)

に
は
、
５
年
生
の
大
浦
、

色
川
、
萩
島
、
４
年
生
の
大
畠
、
大
熊
の
５
名

が
参
加
、
県
下
旧
制
中
学
校
よ
り
選
抜
さ
れ
た

滑
空
班
員
と
と
も
に
９
日
間
の
講
習
・
訓
練
を

受
け
、
技
量
の
向
上
と
貴
重
な
体
験
を
得
て
帰

校
し
て
い
ま
す
。 

合
宿
訓
練 

1940(

昭
和
15)

年
、
石
岡
市
半
ノ
木
に｢

大
日

本
飛
行
協
会
中
央
滑
空
訓
練
所
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た(

現
在
、
同
地
は
法
政
大
学
の
所
有
す

る
石
岡
総
合
体
育
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
学
生

た
ち
の
合
宿
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す)

。

格
納
庫
、
宿
舎
、
講
堂
、
事
務
所
な
ど
の
施
設

と
と
も
に
初
級
か
ら
高
級
ま
で
の
訓
練
機
を

備
え
、
教
授
陣
に
は
航
空
界
の
第
一
人
者
が
就

い
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
製
作
所
も
あ
り
、

主
に
文
部
省
型
を
、
部
品
か
ら
完
成
機
ま
で
の

一
貫
生
産
で
行
い
、
月
産
10
機
程
度
製
作
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
の
石
岡
市
は
滑
空
機
の
製

造
、
訓
練
、
教
育
と
、
滑
空
界
の
一
大
拠
点
と

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
土
浦
中
学
校
の
滑
空
班

員
も
こ
の
半
ノ
木
訓
練
所
で
訓
練
を
受
け
て

い
ま
す
。
学
校
か
ら
砂
利
道
の
水
戸
街
道
を

｢

銀
色
の
翼｣

の
バ
ッ
ジ
を
着
け
て
自
転
車
で

石
岡
に
向
か
い
、｢

は
し
本
旅
館｣

に
宿
泊
し
て
、

入
江
先
生
の
指
揮
で
滑
空
班(

グ
ラ
イ
ダ
ー

部)

の
査
閲
を
受
け
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ゴ

ム
索
を
引
い
て
飛
び
上
が
っ
て
は
一
人
一
人

が
成
績
講
評
を
受
け
ま
し
た
。
半
ノ
木
に
は
自

動
車
で
ロ
ー
プ
を
牽
引
し
て
高
く
飛
ぶ
中
級

機
、
練
習
機
や
セ
ス
ナ
機
に
引
か
れ
て
舞
い
上

が
り
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
大
空
に
浮
遊
す
る

高
級
機
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
飛
行
を
眺
め
て
、

班
員
た
ち
は
賛
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
日
本
飛
行
協
会
は
鹿
島
郡
軽
野
村

(

現
神
栖
市
東
和
田
砂
山
都
市
緑
地)

に
も
滑

空
場
を
建
設
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
合
宿
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
45
回
卒
の
田

村
光
氏
は
、
1944(

昭
和
19)

年
３
月
に
実
施
さ

れ
た
合
宿
訓
練
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。 

｢

鹿
島
滑
空
場
は
、
約
30
メ
ー
ト
ル
の
砂
山

に
あ
り
、
合
宿
も
終
了
に
近
づ
い
た
頃
は
、
そ

の
最
高
峰
か
ら
の
滑
空
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら

の
滑
空
は
、
約
30
数
秒
の
滞
空
時
間
が
と
れ
、

本
当
に
空
を
飛
ん
で
い
る
ん
だ
な
ー
、
と
い
う

感
が
持
て
た
。
し
か
し
、
着
陸
地
点
か
ら
最
高

峰
ま
で
の
機
体
運
搬
が
一
苦
労
で
あ
っ
た
。
台

車
は
砂
地
の
た
め
使
用
で
き
ず
、
皆
で
か
つ
ぎ

上
げ
て
次
の
滑
空
に
移
る
の
で
あ
る
。
一
人
の

搭
乗
の
た
め
、
皆
で
協
力
し
、
10
数
回
の
後

に
搭
乗
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
友
情
の
あ
り
が
た

さ
を
痛
感
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
「
進
修
百

年
・
友
情
に
支
え
ら
れ
た
滑
空
人
生
」
よ
り
） 

こ
の
訓
練
に
は
土
浦
中
学
生
（
主
将
は
中
学

44
回
の
酒
井
実
氏
）
の
ほ
か
、
水
戸
中
学
校
、

水
海
道
中
学
校
、
日
立
中
学
校
、
竜
ケ
崎
中
学

校
、
下
妻
中
学
校
等
々
の
生
徒
も
参
加
し
て
お

り
、
電
気
も
な
い
小
屋
に
寝
起
き
し
て
の
一
週

間
の
合
宿
で
し
た
。
合
宿
中
に
は
、｢

さ
つ
ま

い
も｣

を
食
べ
、
枕
を
並
べ
て
寝
て
い
る
と
、

や
は
り
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
旧
制
水
戸
高

校
生
の
ス
ト
ー
ム(

学
生
寮
な
ど
で
、
寮
生
が

集
団
で
、
夜
分
、
騒
々
し
く
気
勢
を
あ
げ
て
楽

し
む
こ
と
。
多
く
旧
制
高
校
の
生
徒
が
行
っ
た

も
の
を
指
し
て
言
う)
に
見
舞
わ
れ
、
気
合
い

を
入
れ
ら
れ
て
最
後
に
は
大
き
い
声
で
軍
歌

や
寮
歌
な
ど
を
合
唱
し
、
大
笑
い
し
た
夜
も
あ

り
ま
し
た
。 

合
宿
も
無
事
終
了
、
砂
山
の
頂
上
か
ら
太
平

洋
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
心
地
よ
さ
を
味

わ
い
、
ま
す
ま
す
空
へ
の
憧
れ
が
強
く
な
り
ま

し
た
が
、
戦
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
1944(

昭
和
19)

年
６
月
か
ら
は

３
年
生
以
上
が
通
年
動
員
さ
れ
、
阿
見
の
第
一

海
軍
航
空
廠
な
ど
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
グ
ラ

イ
ダ
ー
訓
練
ど
こ
ろ
か
、
勉
学
も
許
さ
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

                            
 
 
 
 
 
 
  

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

文部省式１型機の諸元 

 

全長：5.54m 

全幅：10.3m 

操縦席高：2.35m 

翼面積：15.4㎡ 

自重：90kg 

全備重量：150kg 

滑空速度：46.5km/h. 

乗員：１名 


